
◎電気柵の安全確保について

平成２７年７月１９日に静岡県西伊豆町で、獣害対策の電気柵による感電死

亡事故が発生しました。

当ＪＡ管内においても、有害獣による被害対策として、多くの方が電気柵を

設置利用されております。

事故防止のため、改めて以下の点をお守り下さいますようお願いします。

☆地域の皆様へお願い

電気柵を見かけても不用意に近づいたり、触らないで下さい。

☆電気柵設置者の皆様へ

○設置圃場で確認すべき事項

１ 電柵機が正常に作動し、漏電や断線が無いことを確認して下さい。

２ 周囲の人が容易に確認できる位置や間隔、見やすい文字で危険表示の掲

示がされているか確認して下さい。

○安全確保のため遵守すべき事項

１ 電気柵の電気を３０ボルト以上の電源（コンセント用の交流１００ボルト等）か

ら供給するときは、電気用品安全法の適用を受けている電源装置を使用して

下さい。

２ 上記１の場合において、公道沿いなどの人が容易に立ち入る場所に設置を

する場合は、危険防止のために、１５ミリアンペア以上の漏電が起こったとき

に０．１秒以内に電気を遮断する漏電遮断機を設置して下さい。

※ ＪＡより購入された電気柵製品は安全対策がなされたもので、通常使用では問題

ありません。適正に使用し改造等は行わないで下さい。

その他、日本電気さく協議会が作成した「電気柵の安全基準について」電気柵

を安全に使用いただく為の注意事項の記載がありますので、内容の確認をお願

いします。






